
大学コンソーシアム富山 令和２年度「環境社会学」実施報告 

事 業 名 大学コンソーシアム富山 令和２年度共同授業科目「環境社会学」 

実施機関 富山国際大学（担当教員：藤田香 富山国際大学 現代社会学部非常勤講師） 

趣旨・目的 気候変動問題、生物多様性問題など、地球規模で生じている環境問

題について、また、森林資源問題、リサイクル、海洋プラスチック

問題など身近な社会環境問題について説明することができ、環境・

経済・社会の連関の中で持続可能な社会形成について自らの行動レ

ベルで考えることができることを身につける。  

開催日時 令和２年 9月 7日(月)～9日(水)の 3日間 9:00～17:50 

開催場所 Zoomによる遠隔授業（ホスト:富山国際大学現代社会学部上坂博亨教授） 

参加人数 

 

学生 63名 

【内訳】・富山大学 8名      ・富山短期大学 1名 

・富山高等専門学 5名  ・富山国際大学 49名 

事業内容 【授業概要】 

気候変動や生物多様性、SDGs などの地球環境問題やサステナビ

リティの問題が、社会や企業にどのような影響を及ぼしているかに

ついて、世界・国・地域の観点から学び、学生が社会の中で、環境

問題の解決や持続可能な暮らしについて理解を深め、自ら行動する

ことを期待する講義であった。  

富山県出身で、日本経済新聞グループにおいて長年記者を務めて

きた講師が、サステナビリティにおける世界の動きや企業の取り組

みを、具体事例を交えて紹介した。そのうえで、富山で学ぶ学生と

して、サステナブルな社会をつくるために何ができるか、どんなア

イデアがあるか、これからの社会にどうかかわっていけばよいか、

自分のやりたいことをどう表現し生きていくか、など、社会を構成

するステークホルダーの一員として議論した。  

第 1 日目：9 月 7日(月) 

1.オリエンテーションと地球環境問題について 

2.地球環境問題とは何か 

3.生物多様性の問題は何か 

4.暮らしや企業における生物多様性保全の活動 

5.グループワーク 

第 2 日目：9 月 8日(火) 

6.身近にある森林と漁資源の問題 

7.渇水や洪水が増える世界の水問題 

8.リサイクルと海洋プラスチック問題 

9.サプライチェーンで重要な環境・人権問題 

10.グループワーク 

第 3 日目：9 月 9日(水)  

11.東京五輪で重要視される環境対策  

12.SDGsと企業の取り組み 

13.SDGsと地方創生、富山 

14.SDGsと富山の取り組み 

15.グループワーク、講義内容総括、レポート提出 



  

【実施資料】 
 

別紙資料（各回の PPT資料表紙） 

 








